
好 事 例 の
ポ イ ン ト

・学校評価の４点セットをマネジメントツールの最上位として、学校経営プランが作成されている。また、学年経営案、教科経営案も４点セット等と連動させ明示されている。
・教科経営案と学年経営案、分掌経営案を目標管理に連動させるシステムが整っている。

［事例］ 豊後大野市立犬飼中学校：生徒数７５名

（１）分掌経営組織が中心となって取組を進めており、芯の通った学校経営がなされている。
（２）「重点目標･分掌等目標･自己目標の連動」が示され、重点目標と個人目標（目標管理）との連動が見られ、主要主任が指導助言できる体制が整備されている。

犬飼中学校

評価

観点 　メンバー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12 ・水曜ラン（毎週水曜日）の徹底

13

14

15

16

17

重点目標 評価

18 　メンバー

19

20

21

22

23

24

25

26

27

１年

２年

３年

特支

ふるさと「おおの」を愛し、たくましい体と豊かな心、確かな学力を身につけた生徒の育成
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ラ
ン
作
成
・
評
価
改
善
組
織

Ｐ
↓
Ｃ
Ａ

TRY①　分掌経営組織  ～戦略・戦術向上～

学力向上協働４点セットⅠ
重点目標 達成指標　アンケートより 重点的取組 取組指標

学校
教科経営

基礎・基本の定着
「ABC」の徹底

あたりまえを　バカにしないで　ちゃんとやる

H31，1月１．２年市統一テスト
　　　　　　　　　低学力層１５％以下
H31，３月　３年入試合格　１００％

組織的な朝学習
の取組

・火・水・木の朝自習8:05～25に(出欠確認以外)全教
員がつき、個に応じた支援・指導をする。

毎月1回

家庭
「中1・中2・中３家庭学習」の実施
　　　　　　　　　　　　　　９０％以上

「家庭学習の約束」を守れる
ように励ましたり、関わった
りする

「家庭学習の約束をもとに家庭のルールやスケジュールを見直す。
２１時以降のスマホ・ネット制限

学期１回

地域
前期、後期の学校公開日での地域の授
業参観者総数、７５人以上

授業公開日に積極的に授
業参観する

学校の要請に応じ、学習サポーターとして授業に関わる

学力向上プラン　

学
力
向
上

部会

知

基礎・基本の
学力

＋ＡＢＣ
　

・「課題」と「まとめ･ふり返り」の 「１時間完結型授業」の推進
取組
内容

（1）総合的な学習の時間の
中で、調査・体験活動等を
行い整理･分析・考察する場
を設定する。

（2）資料から必要な情報を
読み取り、根拠を明らかに
する指導方法を工夫する。

年間3回以上の危機管理マニュアルの検証（避難訓練等） 2ヶ月に1回4校時に「全校チャレンジレース」の実施

「命の授業」の実施 体育部が2ヶ月に1度、レース結果を掲示、意欲向上

体

一校
　　一実践

体力向上プラン　

・チャレンジレース（年間６回）で自己ベストをめざす
重点的
　　取組

１校１実践＝「チャレンジレース
体育主任・生徒会担当で企画･運営。

食育
・食事のマナーやバランスのよい食事ができる

・歯磨き指導の徹底

取組
　指標

・宿題提出徹底と量の調整

・朝自習（毎日２０分）で基礎基本の徹底

取組
指標

（2）ペアやグループで意見
交流する場を単元に1回設
定する。

◇総合的な学習の時間を中
心にテーマを決めたプロジェ
クト型 学習を年間２回とり入
れる。
◇学期ごとに研修部会の中
にアンケートやワークシート
等で検証・改善を図る。

(1)各教科で情報読み取り方
法を教える授業を単元に１
度行う。

◇学期ごとに、研修部会の
中で、実態に対しての検証・
改善をはかる。

特別支援
教育

・個別指導計画の実施

検証
指標

（２）意見交流を通して、自分
の意見を深め、根拠をもって
発 表することができたという
生徒を８０％以上にする。

(1)各教科で情報読み取りに
関する問題を定期テストに
入れ無回答率者を１０％以
内にする。

・個別支援計画の実施

図書館
教育

・授業における図書館利用の充実

学びに
向かう力

・ ＵＤ「１時間の見通し」提示

・授業の心得と生徒会STARマークプロジェクトの徹底

活用力 ・総合的な学習の時間での「あじみそ」問題解決授業の研究

地域連携
ふるさと

学習

・学校公開日（月１回）の活用

・教科横断的指導とＣＭの活用

毎週水曜日15:00～15:20　「水曜ラン」の実施

防災安全
命の教育

豊かな心育成協働４点セットⅡ　
達成指標 重点的取組 取組指標

学校
学年経営

生活
　

　　　あじみそ＋ＡＢＣ
　　　　　　　の徹底

【学期の１回の生徒アンケート結果】

★集会時の時間厳守・静かに整列・教師の指示なし
でできた　　９０％以上

★いつでもどこでも誰にでも気持ちが伝わる挨拶がで
きている生徒　９０％以上

・「生徒指導3機能」の
　　　　　　　　　　　充実と活用

地域
地域行事他授業の支援で生徒との関わりを
もつ

登下校時の生徒に積極的にあいさつする。地域行事に参
加を呼びかける

・各学年部で「生徒指導3機能」を育成
・体育主任が「集団行動」を指導。
・自律・自主性を生徒会活動で指導。

学期１回
家庭

各各家庭での朝のあいさつ
朝の交通指導時のあいさつ

毎朝明るくあいさつをする。
年３回の朝の交通指導時に積極的に声かけをする。

徳

楽しい学校

あじみそ
＋ＡＢＣ

①いつでも、どこでも、だれにでも　気持ちが伝わる「あいさつ」 いじめ・不登校対策プラン

豊
か
な
心
育
成
部
会

②時間厳守チャイムで全員一斉スタート＆エンド
重点的
取組

（1）「未然防止」…欠席・遅刻者の朝会の実施
（２）「初期対応」…不登校生徒への支援と関係機関との連携
（３）「学校復帰支援」…不登校対策委員会を定例化し、SC・SSW・地域生
徒支援コーディネーターを含めたケース会議を実施し、長期欠席生徒に対応
する

③身だしなみ・靴箱、傘立て整理整頓！

④心をつなぐ縦割りそうじ

取組
指標

・毎朝　職朝５分　遅刻・欠席確認（情報交換）

・職朝で「犬中あったかハート１，２，３」対応確認
　　ハート①　いつでもどこでも声かけ
　　　　　　　　　　　（情報の収集）
　　ハート②　いつでもどこでも存在感
　　　　　　　　　　　（教室や部活動）
　　ハート③　いつでもどこでも協力
　　　　　　　　　　　（友人関係の再構築）

・犬中あったかハートアンケートを各学期に実施
　　　　　　　　　　　（実態把握）

・不登校対策委員会を月１回以上必ず開催し、管理職、不登校いじめ対策担
当、学級担任、SC,　SSW、養護教諭等が集まり、不登校生徒の情報を共有す
る。

人権･平和教育の日常化（校則等の徹底）

生徒理解の情報共有

犬中「いじめ防止基本方針」の検証 

プ
ラ
ン
実
行
組
織

Ｄ

◎△△
　△△
　△△

TRY②　学年経営組織　　 ～「生徒指導力」向上～

道徳教育
郷土学

勤労体験活動等で豊かな心づくり

地域人材・ボランテｲアの活用した課題解決学習

郷土愛を育てる総合的な学習の時間との関連

△△

     ◎△△
      　△△
　      △△

学年部

毎日ノートの提出率９０％以上.未提出者に
は、やり直しプリントをさせる

新研究の学習を毎日ノートを活用して内容
を充実させる

自分の意見や思いを、タブレットで表現で
きるようにする

H31，1月市統一テスト
低学力層３人以下

文章の内容を読みとり、自
分の考えを表現することが
できる

重点目標

自分で考え、判断し、解決しようとす
る主体的な態度と力の育成

粘り強く学習する態度の育成

低学力層の基礎基本の充実
苦手教科の克服

読む力、表現力の向上

達成指標　

H31，1月市統一テスト　低
学力層4人以下

H31，３月入試合格
             　１００％

毎日ノートの内容の充実やペア活
動による学び合い

毎日ノートの充実
新研究の活用
生活時間の有効活用

毎日、新聞や本を読む時間を設定
し、意見を持たせる

重点的取組　

毎日の家庭学習に個に応じたプリ
ントを作成

取組指標

　　◎△△
　　　 △△
　     △△

指導が必要な子どもたちの課題の提出率
を９０％以上

○○

○○

○○

○○

○○

【学校教育目標】

○○

○○

○○

○○

学年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

プ
ラ
ン
実
行
組
織

Ｄ

食や衣服についての基礎的・基本的な
知識及び技術の習得

自分の生活が自立できたと答える生
徒８０％以上

食や衣服についての基礎的・基本的な
知識及び技術の習得

自分の生活が自立できたと答える生
徒８０％以上

衣食住の基礎を学び、裁縫の技能を習得する。

食材に応じた調理方法の習得と活用

基礎的知識と工具を活用して、楽しみながら「も
のづくり」に取り組む

作成VTRを見せることで、作成のモデルを提示

生物を育成るし知識を育成し作物を栽培できる
電気の基礎知識を学び作品を完成する

単元に1回、知識や技術の向上について自己評価をおこ
なう。

目的に応じたソフトウェア素材の作成
情報通信の仕組みを理解する

情報活用及び技術の向上について月１回自己評価する。

○○
学習した技法を活かし、自分なりの工夫
をして作品を制作する

自分らしく、工夫をしながら１作品を
仕上げる

技法を使った例を学習する。実際に技法を使っ
て小作品をいくつか制作してみる。

単元に一度、自分なりの工夫ができる方法を共に考えさ
せる。

学習した技法を活かし、自分なりの工夫
をして作品を制作する

自分らしく、工夫をしながら１作品を
仕上げる

技法を使った例を学習する。実際に技法を使っ
て小作品をいくつか制作してみる。

単元に一度、自分なりの工夫ができる方法を共に考える。
どんな作品を制作したいのか、考えさせる。

数学

TRY③　教科経営組織　～「授業力」向上～

教科担任

国語

H31，1月１、２年市統一テスト、
低学力層１５％以下

H31，1月１、２年市統一テスト、
低学力層１５％以下

・小単元毎に小テスト，補充テストを実施

・小単元毎に小テスト，補充テストを実施

基礎基本の活用
H31，３月
　　　　　３年入試合格　１００％

基礎基本の定着

・スキルタイムや毎日課題の実施

・補充問題の実施

体育
基礎の知識や技能の定着と表現し伝え
るという力の定着

英語

基礎基本の定着

理科

基礎基本の定着と活用

社会

H31，1月１、２年市統一テスト、
低学力層１５％以下

H31，1月１、２年市統一テスト、
低学力層１５％以下

H31，1月１、２年市統一テスト、
低学力層１５％以下

道徳

家庭

食や衣服についての基礎的・基本的な
知識及び技術の習得

技術 生物育成等の基礎知識技術の習得
作物の栽培
あんしんライトの
作品完成１００％

音楽

基本的な表現技能を身につけ音楽活動
を楽しむ生徒の育成

美術

作品を制作するための基本的な技法を
学習する

学んだ技法を使って１作品を必ず仕
上げる

情報に関する技術の向上
端末を活用し情報を収集活用する
設計図を1人1作品作成１００％

基本的な表現技能を高め、音楽活動を
楽しむ生徒の育成

楽しんで、また意図を持って合唱や器楽
ができたと答える生徒８０％以上

基礎的技術の習得 本棚やCDラックなどの作品１００％

自分の生活が自立できたと答える生
徒８０％以上

･生徒相互が理解し信頼し合う態度を養
う。

・他に学ぶ謙虚な態度を養う。
他者の生き方から自己の生き方につ
いて考えることができる

･助け合い励まし合う態度を養う。

基本的な表現技能を高め、創意工夫し
て表現活動をする生徒の育成

合唱や器楽を楽しんで演奏できたと
答える生徒８０％以上

総合

ふるさとを活性化しよう 町づくりと自分の関わりを考える

ふるさとを知ろう

ふるさとから学ぼう

地域人材の活用

地域人材の活用

地域の自然や環境に関心をもつ

地域の食や産業、それに関わる人と
交流する

基礎基本の活用

重点目標

基礎基本の定着

達成指標

H31，３月
　　　　　３年入試合格　１００％

基礎基本の定着

基礎基本の定着

基礎基本の定着

基礎基本の定着

基礎基本の定着
H31，３月
　　　　　３年入試合格　１００％

･ペア活動やグループ活動を取り入
れる

･ペア活動やグループ活動を取り入
れる

･毎時間英会話練習の帯活動を取り入れる

単語習得、本文音読練習はすべてペアで
確認する

基礎基本の定着

基礎基本の定着
H31，３月
３年入試合格　１００％

・授業中に３分間復習小テストの実施
・週末課題の実施

知識を活用し自ら実践する力の育成

基礎基本の定着と活用
H31，３月
　　　　　３年入試合格　１００％

体育活動の基礎や保健の基礎知識の
定着

･ペア活動やグループ活動を取り入
れる ･毎週末課題プリントを配布する

基礎基本の定着

・自主学習や小テストの実施

補強運動、体育時の運動時間の確
保

授業での振り返りの場を設定し技能、知識の定着の場を
はかる。

補強運動、体育時の運動時間の確
保

授業での振り返りの場を設定し技能、知識の定着の場を
はかる。

補強運動、体育時の運動時間の確
保

授業での振り返りの場を設定し技能、知識の定着の場を
はかる。

新体力テスト全国平均６０％以上

・授業中に３分間復習小テストの実施

・授業中に３分間復習小テストの実施

・小テストの実施

・小テストの実施

・毎時間、３分間復習小テストの実施

・毎時間、３分間復習小テストの実施

・毎時間、３分間復習小テストの実施

・自主学習や小テストの実施

・自主学習や小テストの実施

・補充問題の実施

・補充問題の実施

・小テストの実施

重点的取組

・スキルタイムや毎日課題の実施

・スキルタイムや毎日課題の実施

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

学期１回の実習の実施とふり返りで実生活へ活用

・小単元毎に小テスト，補充テストを実施

・毎日、漢字ノートの課題学習の実施
・辞書を活用した時間を単元１回以上設定

・毎日、漢字ノートの課題学習の実施
・辞書を活用した時間を単元１回以上設定

取組指標

・毎日、漢字ノートの課題学習の実施
・辞書を活用した時間を単元１回以上設定

楽しんで、また意図を持って合唱や器楽
ができたと答える生徒８０％以上

・ペア活動やグループ学習を実施
・ＵＤの視点に立った授業の展開

表現活動において，仲間へのアドバイスを自分の言葉で
表現する場をつくる。

調査・体験活動等を行い整理･分析・考察する場を設定す
る

地域人材の活用
調査・体験活動等を行い整理･分析・考察する場を設定す
る

道徳の時間の確保 道徳の時間において、ふり返りの時間を位置づける

道徳の時間の確保 道徳の時間において、ふり返りの時間を位置づける

道徳の時間の確保 道徳の時間において、ふり返りの時間を位置づける

調査・体験活動等を行い整理･分析・考察する場を設定す
る

単元のまとめをレポートや報告会で発表させる
学習した内容を生かして実習や意見発表にとり
くむ

単元に１回、裁縫の技能・理解の確認をおこなう

・ペア活動やグループ学習を実施
・ＵＤの視点に立った授業の展開

表現活動において，表現を工夫する活動の場面や、仲間
や後輩へのアドバイスを自分の言葉で表現する場をつく
る。

・ペア活動やグループ学習を実施
・ＵＤの視点に立った授業の展開

表現活動において，表現を工夫する活動の場面や、仲間
へのアドバイスを自分の言葉で表現する場をつくる。

集中できる環境づくり。小作品をしあげて達成
感をあじわわせる。

単元に一度、苦手な部分を中心にどうすれば、作品をしあ
げることができるか、共に考える。

自他のよさを認め、協力することがで
きる

自他のよさを認め、協力することがで
きる

学校マネジメント（目標達成マネジメントツールの一層の活用）

取組について
の評価等

学校評価４点セット

学力向上プラン

体力向上プラン

いじめ対策･不登校支援プラン

学校評価４点セット

分
掌
経
営

学
年
経
営

教
科
経
営

人事異動で教職員が入れ替わっても、学校経営の全体像と分掌・教科・学年
経営が一目でわかる「学校経営一覧表」を作成。更に教職員全体でのワーク
ショップ型研修で共通理解を図っている。すべての経営案とプランは４点セット
の視点で整理している。※目標管理シートとの連動を図るため。

学校経営の見える化 ～会議室の掲示板～

組織と人を繋ぐツール活用


